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1. はじめに 

近年，様々な恐怖症，PTSD に対する治療法として
暴露療法が用いられる．しかし，恐怖刺激に直接さら
されるため，不安やストレスが強くなりやすいという
デメリットが存在する． 

小柳ら[1]は，仮想空間(VR)環境下で鳥アバタを用い
ることで，アバタの身体的特徴が影響するプロテウス
効果を生起させ，高所に対する恐怖心の軽減を図って
いる．しかしながら，翼を有するアバタは人型から大
きく逸脱した特徴を持つ存在であり，翼を持たない現
実世界での効果は限定的と考えられる． 

本研究では，より人型に近い特徴を持つアバタかつ，
地面に足をつけて安全に高所視点を体験できる巨人
アバタを利用することで恐怖の軽減を狙う． 

2. プロテウス効果と巨人アバタ 

プロテウス効果[2]とは，仮想空間での自身のアバタ
の外見が，現実世界の自身の行動や心理，知覚に影響
を与える現象のことである．巨人アバタはユーザの身
体スケールを拡大することで地面や構造物との相対
的な距離が短く感じられる．さらに，地面に足をつけ
た状態で高所視点を体験できるため，転落に対する不
安が抑制され，高所に対する恐怖感の軽減が期待でき
る．通常アバタの身長を 1.7m とし，巨人アバタは通
常アバタの 17 倍スケールとする． 

3. 実験 

被験者は大学生および大学院生を含む 10 名を対象
とする．事前に被験者は，高所恐怖症に関するアンケ
ート(Acrophobia Questionnaire：AQ)に回答し，そのス
コア（AQ スコア）により被験者を二つのグループ（A

群，B 群）に分類する．ここで，両群における AQ ス
コアの平均と分散が同程度となるように調整を行う．
A 群には通常アバタを，B 群には巨人アバタを割り当
て，それぞれに対して以下の手順に従い架け橋横断タ
スクを実施する．架け橋横断タスクとは，高層ビルの
間に架かる幅 30cmで長さ 20mの橋を移動するタスク
である．架け橋横断タスクを行っている間，被験者の
心拍と横断に要する時間を記録する． 

1. 架け橋横断タスク（一回目）を実施 

2. 三分間の休憩 

3-1. （Ａ群）一分間，通常アバタで街を散策 

3-2. （Ｂ群）一分間，巨人アバタで街を散策 

4. 架け橋横断タスク（二回目）を実施 

5. 高所感や身体所有感に関する 7 段階の事後アンケ
ートへ回答 

図 1 架け橋横断タスクと巨人アバタの視点 

(左：通常アバタ視点 右：巨人アバタ視点) 

4. 評価 

計測した AQ スコア，心拍数（安静時，一回目と二
回目の架け橋横断タスク時），橋を渡る所要時間を表
１に，また，事後アンケートの結果を図 2 に示す．な
お，事後アンケートは二回目の架け橋横断タスクを想
定する． 

表 1 AQスコアや心拍など客観的指標の結果 

図 2事後アンケートの結果 

5. おわりに 

本実験では，巨人アバタを用いた高所恐怖症の軽減
を図った．その結果，客観的指標においては，巨人ア
バタを用いた B 群のほうが心拍も落ち着き，ゆったり
とタスクを遂行する傾向がうかがえた．主観的評価に
おいては，高所感や身体所有感が上昇し，巨人アバタ
が知覚や心理状態に影響を与える可能性が示された． 
今後の展望として，コントローラでの移動ではなく，

実際の歩行を伴うタスクを設定し，モーションキャプ
チャ等を用い，より身体的所有感や臨場感の向上を図
る予定である． 
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